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インターンシップで学んだ自分の無力と人の優しさ 
































 初日、私はインターンシップ先で OKC の人と待ち合わせをしていた。















































































人の女性が私の中で１番印象に残っている。その女性は 20 歳の Ashlyn
である。Ashlyn は Rest Home で働きながら、看護師になるために大学
に通っていた。私は日本に帰国する前日が休日だったので、Ashlyn に
オークランドガーデンに連れて行ってもらった。年が近いこともあり、









ート、そして Rest Home のスタッフの優しさや支えがあったからであ
る。おかげで私はインターンシップで人生の貴重な体験ができた。一人
でのインターンシップは不安でいっぱいだったが、自分にとってこれか
ら大切なことを多く学んだ経験だった。 
私の体験談を読み、インターンシップを辞めようと思う人がいるかも
しれない。しかし、私はインターンシップを考えているなら行くべきだ
と思う。失敗はたくさんするかも知れないが、きっと留学よりも良い経
験になると思う。インターンシップを迷っている人は、やってみるべき
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だと思う。一人でもやってみることが、自分の大きな成長につながるだ
ろう。 
私はこれからこの経験を無駄にはせず、自分の目標に向かって一生懸
命頑張りたい。そして将来たくさんの人の助けとなり、たくさんの笑顔
を与えられるような人になりたい。 
最後になりますが、私に貴重なインターンシップを経験させていただ
きありがとうございました。 
 
